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１ 重要事項 
 
①震災・復興関連の研究 
 2011 年度まで福島県内の研究教育機関に在籍していたことから、東日本大震災・原発

事故の影響および復興に関わる研究を行ってきたが、その一つの区切りとして、以下の

国際雑誌に論文を投稿し掲載された。 
 
査読付き雑誌への掲載： 
Changes in the Input–output Structures of the Six Regions of Fukushima, Japan: 3 
Years after the Disaster, Journal of Economic Structures 5(2), Springer. 
 
②中核市等の将来に関する研究 

日本学術振興会科学研究費・若手研究（B）研究代表者「少子高齢化が進む都市システ

ムの中で中核市等が果たすべき役割に関する研究」（平成 27 -30 年度）の初年度として、

中規模都市を含む都市システム理論の研究を行った。成果は以下の形で発表した。 
 
「3 階層都市システムの特徴と安定性：中規模都市の今後」応用地域学会第 29 回研究発

表大会、慶應義塾大学、平成 27 年 11 月 29 日 
 
③人口減少下の都市における交通量変化の研究 
 上記の科研費研究に関連し、これまで 20 年近く研究を続けている、耐久性を考慮した

都市の住宅用地・交通用地モデルに関する分析の拡張として、人口減少下の交通量変化

の研究を行った。成果は以下の形で発表した。 
 
Population Decline, Durability and Traffic Volume, in The 5th Asian Seminar in 
Regional Science, 哈爾濱工業大学、平成 27 年 7 月 19 日 
「単一中心都市における人口減少と交通量変化：敷地規模可変・固定ケースの比較」土

木学会・土木計画学研究発表会、秋田大学、平成 27 年 11 月 23 日 
 
④その他、都市・地域経済学の研究 
 上記の科研費研究に関連し、その他専門分野の研究として、以下の発表を行った。 
 
「大規模小売店舗の立地と周辺の商業」日本都市学会第 62 回大会、上越市、平成 27 年

11 月 1 日 
 
⑤選好・効用の理論およびその地域経済学への応用に関わる研究 
 ここ数年進めてきた選好・効用の理論に関わる研究について、以下の形で発表した。 
 
「地域間人口移動データを利用した習慣形成型効用モデル・割引効用モデルの事後的検

証」日本経済学会 2015 年度秋季大会、上智大学、平成 27 年 10 月 10 日 
 
２ その他の事項 
 
研究室の学生と共同で進めた研究に関し、学生が以下の発表を行った。この発表は、「優



秀発表賞」（学生発表の最優秀賞）を受賞した。 
 
小宮雅史・米本清「北関東自動車道開通による周辺人口・企業活動の変化」観光まちづ

くり学会第 14 回大会、福島工業高等専門学校、平成 27 年 11 月 19 日 
 
・金融ジャーナル誌 2015 年 7 月号「今日の問題」欄に、論稿「人口減少社会と都市の将

来」が掲載された。 
・上毛新聞の特集「現代弔い考」に 3 回にわたって研究内容・インタビューが掲載され

た（4 月）。とくに、4 月 14 日分は一面に掲載された。 
・本学地域研究所（旧・産業研究所）「現代の地方都市における製造業の存立基盤に関す

る研究」のメンバーとして県内企業へのアンケートの集計・分析を行い、所内で「群

馬県における製造業の現状に関するアンケート集計・分析結果」として発表した（7 月

19 日）。 
・学内重点研究「信越線新駅設置可能性調査」のメンバーとして現地調査（8 月 25 日）、

住民・学内アンケートの準備・実施（12 月）・集計（1 月）・分析を担当した。また、

外部講師を招いた研究会（2 月 17 日）のコーディネーターを務めた。 
・応用地域学会（アジアセミナー・国内研究発表大会）・日本都市学会・環境経済政策学

会で指定討論者として討論を行った。さらに、日本都市学会（第 62 回大会）では事務

局担当者として座長・全体セッションの司会者・エクスカーションのスタッフなどを

務めた。 
 
日本都市学会の論文編集委員（平成 26-27 年度）を務めた。 
学内地域政策学会の理事（平成 26-27 年度）を務めた。 
関東都市学会の理事（平成 27 年度-）を務めている。 
観光まちづくり学会の理事（平成 27 年度-）を務めている。 
本学地域政策学会「学生向け学習・研究支援プログラム」事業の一環として、外部講

師を招聘し、学生向けの講義を行っていただいた（3 年目）。 
研究室の 2 年生学生を中心に、榛東村子育て支援イベント（9 月）等に参加し地域支援

を行った。 
茨城県内の高校へ出前授業を行った。 
東北大学をはじめ、仙台地区の大学が参加する大学コンソーシアム「復興大学」の講

師として震災復興に関わる講義を行った（平成 24-27 年度）。 
教職課程運営委員として、県内高校で実習見学・指導を行った。 
三扇祭期間中、11 月 3 日（火）に行われた三扇祭実行委員会企画の討論会にパネリス

トとして出演した。 
安全保障関連法案に関わる議論の高まりに応じ、学内で開かれた研究会等に積極的に

参加した。 
学内の各委員会等にも積極的に参加した。 
 

３ 次年度以降の計画・抱負 
 
地域経済学（科研費）関連の研究をさらに進め、雑誌への投稿を行う。 
選好・効用関連、災害関連の研究についても、水準を高めてさらに進める。 
着任後 5 年目ということもあり、講義内容等をアップデートし、学生のニーズに合わせ

るとともに、質を高める。 
 


